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論文内容の要旨

I . (蛙網膜より拡散する 32p の連続測定) 32p をとらせた蛙網膜を照射した際にみられる 32p_ 

outflux (32P が網膜から媒液巾に放出される現象) を， 液浸型計数管を用い媒液の放射能を直接測定し

ていくととにより，連続的に観察する乙とが可能になった。その実験方法の詳細と 32P-outflux の経過

を第 I 報で報告する。また網膜の視細胞層に 32p が存在していなければ 32P-outflux がみられない乙と

から， outflux してくる 32p は伺細胞層に由来すると考えられる。

n . (32P-outflux の特質に関する若干の知見) 32P-outflux は，網膜を断続的に照射すると照射の

皮毎にみられること，照度をおとして照射すると逸出度も減少するとと，梓体外節のみをとり出して照射

してもみられること，また温度の刺激ではおこらないことなどから，網膜の光受容と密接に結ぴ、ついた現

象であることがわかる。

DI • (32P-outflux に対する代謝阻害剤および麻酔剤の影響) 32P-outflux を更に解析するため，網一

JJ日に薬物を作用させてその影響を調べた。代謝阻害剤 (KCN ， IAA , NaN3 , DNP , PCMB) では影響が

なく， ERG の阻害剤であるエヂルアルコール，メチルアルコールで、可逆的に阻止され，クロトンア Jレデ

ピドで ERG と同じく off-process に可逆的な影響を受けることが示された。上のアルコールおよびクロ

トンアノレデヒドは ERG の negative wave の阻害剤であることが知られており，一方 ERG の positive

wave の阻害剤である KClは 32P-outflux に影響を与えなかったので， 32P-outflux と ERGの negative

wave との関連性の荏在が暗示され， outflux してくる 32p はー種の anion flux として，網膜光受容の

際に生ずる電気的な現象と関係のあることが考えられる。

論文の審査結果の要旨

沖 岩四郎君の主論文は「網膜の光受容に関するリン酸の動きの研究」と題して，カエル網膜に摂取き
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せた放射性リンの光刺激による動きを追うた一連の研究をまとめたもので， 3 編から構成されている。

第 1 編は，剥離したカエル網膜を 32p を含むリンガー液に漬ける万法により，主として視細胞層に 32p

を摂取させた暗網膜をつくり，乙の 32p が光刺激によって媒液に逸出する過程(32Pーoutflux) を，液浸型計

数管で媒液の放射能を連続測定する方法により追跡した実験について， おもに実験方法と 32P-outf-lux

の一般的経過を述べたものである。 H音網膜をいれた媒液の放射能は長時間一定のレベノレを保っている

が，照射すると 2 ， 3 分の潜伏期があって後に放射能の直線的増加が認められ，やがて outflux がより緩

慢になって照射を止めるとまた一定のレベルを保つに至る。 2 回目の照射も同様な 32P-outflux を惹起

する。 しかるに腹腔内注射により 32p を摂取させた網膜では， 上に述べたような outflux がほとんど

認められない。したがって 32p 一一outflux は視細胞の光受容と密接に関係する現象であると結論される。

第 2 編には各種条件ドの 32 P-outflux を吟味した実験がまとめである。実験結果のおもなものを挙げ

ると， (1)網膜を15分間隔で断続的に照射する場合， outflux は照射のたびごとに認められること，( 2) 

低照度の場合には潜伏期がのびて逸出量が減少する乙と， ( 3) 370 C 以上の高温あるいは機械的衝撃に

より媒液の 32p 量が異常に増加すること， (4)梓体外節を分離して照射しでも outflux が起る乙となど

である。乙れらの結果はすべて第 1 編の結論を強化するものと考えられる。

第 3 編は 32 P -outflux の本質を明らかにする目的で網膜に代射阻害剤ならびに麻酔剤を作用させた実

験である。用いられた代謝阻害剤 (KCN ， IAA , NaN3, DNP , PCMB) はすべて outflux に影響し

なかったが， 1%のメタノールまたはエタノールは outflux を可逆的に抑える作用があるし，またクロト

ンアルデヒドは陪レベルの回復を妨げる。 乙れらの結果を KCl が無影響であることと考え合わせると，

32pーoutflux と ERG の陰性波との関連性が強く印象される。著者は 32 P -outflux を視細胞の興奮に

ともなう陰イオンの discharge を具現する現象ではないかと考えている。

以上の論文はトレーサーテクニックを駆使して網膜における光覚の過程を解析しようとする試みとして

すぐれたものであり，得られた結果も光覚の生理学に寄与する処が大きいと考える。参考論文とともに，

博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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